
緑輝く  いきいき  新庄

昭和59年の市制施行を記念して市民アン
ケートから選ばれたもの。新庄の大地に深く
根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、未
来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。

■市の木[モミ]

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp

ホームページ検索
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0 20 40 60 80 100％ 

全体 

未記入 

80代以上 

70代 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

10代 

 

住み続けたい 
できれば、 
住み続けたい 
できれば、他の 
市町村に転居 
したい 
他の市町村に 
転居する予定 
わからない 
不明 

47 21 16 2 8 6

25 25 25 25

77 8 4 11

65 13 10 827

56 23 114 6

33 32 25 3 7

47 16 16 16 5

32 23 17 174 7

25 32 14 4 14 11

25 13 50 12

住み続けたい 
（47%） 

できれば、 
住み続けたい 
（21%） 

できれば、他の市町村に 
転居したい（16%） 

他の市町村に 
転居する予定 
（2%） 

わからない（8%） 
無回答 
（6%） 

その他（2%） 

食料を生産する 
機能を維持するため 
保全すべきである 
（50%） 

 

宅地などへの転換を 
積極的に進める 
べきである（16%） 
 

当面は現状の 
ままで良い（14%） 
 

わからない 
（14%） 

無回答（4%） 

無回答（4%） 
その他（6%） 

公園や緑地、 
雪捨て場などに 
活用する（25%） 

店舗、住宅、 
公共施設などに 
活用する（42%） 

個人のものなので、 
そのままで良い（10%） 

わからない 
（13%） 

�������	
��
����
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（人）

無回答（6%） 

積極的に開発を 
進めるべき 
（37%） 

どちらかといえば 
開発は抑制すべき 
（12%） 

開発は抑制すべき 
（7%） 

わからない 
（16%） 

どちらかといえば 
開発を進めるべき 
（22%） 

開発をすすめる理由は？ 

開発を抑制する理由は？ 

新たな公共投資が生まれ経済の活性化につながるから／79人（38%） 

人口の流出に歯止めがかかるから／56人（27%） 

大型店の進出により便利になるから／31人（15%） 

ゆとりある居住空間が整備されるから／19人（9%） 

アミューズメント機能や広場などが充実するから／15人（7%） 

その他／4人（2%） 

無回答／5人（2%） 

中心市街地の空洞化など既存の市街地が衰退するから／29人（43%） 

有効利用されていない土地がたくさん残っているから／11人（16%） 

コンパクトなまちづくりが望ましいから／10人（15%） 

自然環境や美しい景観が壊されるから／9人（13%） 

道路、下水道など新たな公共投資が必要になるから／2人（3%） 

その他／5人（7%） 

無回答／2人（3%） 

「積極的に開発をすすめるべき」、「どちらかといえば開発をすすめるべき」と回答された 
209人に聞きました。 

「どちらかといえば開発は抑制すべき」、「開発は抑制すべき」と回答された68人に聞き 
ました。 

5 広報 11.9  2010
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交付税措置 

大蔵村 

鮭川村 

戸沢村 

舟形町 

金山町 

真室川町 

最上町 

新庄市 

65,833（18％） 

17,062（5％） 

19,786（6％） 

22,240（6％） 

22,418（6％） 

23,860（7％） 

36,588（10％） 

37,858（10％） 

116,778（3 
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116,778（32％） 

 

分担金の内訳 
（単位：万円） 
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一般会計歳出 37億5,718万円 

公債費 
12億5,299万円 
（33％） 

一般会計歳入 38億1,339万円 

分担金 
36億2,423万円 
（95％） 

 

財産収入8万円（0％） 
繰越金 3,675万円（1％） 

使用料及び手数料 
1億1,214万円 
（3％） 

諸収入 3,773万円（1％） 
県支出金 160万円（0％） 

繰入金 86万円（0％） 

消防費 
13億8,411万円 
（38％） 

衛生費 
8億4,272万円 
（22％） 

総務費 
2億4,096万円（6％） 教育費他 

3,640万円（1％） 
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9 広報 11.9  2010

　「仕事でそばを栽培したことがきっかけになり、そば打ちを
始めました。それから二十年、今でもやっぱり『うまい！』とほめ
られるとうれしくなります」そう話す佐藤さんは、体験農園での
そば打ち講師の実績をかわれ、今年が初開催となる“新庄そ
ばまつり”の副実行委員長として、実施の要となり準備に大
忙しです。
　「わたしの住む中山地区でもそば好きの仲間が集まって、
年に１回そば打ち大会をしています。年々参加者も増えて、
今では地区全体のまつりになり、地域おこしのひとつになっ
ていると思います。
　開催まで一カ月となった第1回新庄そばまつり。盛り付け
はどうしたらいいか、一杯のそばの量はどれくらいにするかな
ど、お客さんに喜んでもらえるよう、みんな知恵を出し合ってい
ます。他のそばまつりでは冷たいそばが中心のようですが、
新庄では温かいそばも提供します。とにかく『新庄のそばは
うまい！』と言われたい。1回目を成功させて、毎年続く新庄
の一大イベントになってくれたら頑張りがいがありますね」そ
ばまつりでは、自分たちで栽培した地元産そば（品種名「最

も

上
がみ

早
わ

生
せ

」）を使い、そばを打つと語ってくれた佐藤さん。新庄
の味覚“おいしいそば”をこの機会にぜひ味わってください。

「
Ｂ‐１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

ｉ
ｎ
横
手
」で
の

　

 

う
れ
し
い
出
来
事

　

十
月
二
十
三･

二
十
四
日
、
全
国

的
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｂ
級
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
の
東
北･

北
海
道
大

会
が
横
手
市
で
行
わ
れ
、
新
幹
線

延
伸
期
成
同
盟
会
主
催
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
山
形
県
以
外
の
東
北
五

県
と
北
海
道
か
ら
合
わ
せ
て
十
五

団
体
が
出
店
。
歩
行
者
天
国
に
な
っ

た
会
場
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
青
森

県
十
和
田
市
か
ら
参
加
し
た〝
十
和

田
バ
ラ
焼
き
〞（
牛
肉
と
た
ま
ね
ぎ
の

鉄
板
焼
き
を
ご
飯
に
の
せ
た
も
の
）

が
一
位
に
な
り
、
そ
の
代
表
者
に
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
前
Ｊ
Ｒ
に
勤
務
し
、
新
幹
線

延
伸
時
の
一
年
間
新
庄
に
住
み
、
そ

こ
で〝
そ
ば
〞の
お
い
し
さ
を
初
め
て

知
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
干
し
エ
ビ
が

の
っ
た
市
内
有
名
店
の
焼
き
そ
ば
の

味
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
こ
の
会
場
で

出
し
て
も
き
っ
と
受
け
ま
す
よ
、
と

新
庄
の
味
の
良
さ
は
ほ
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日
は
、
新
庄
そ
ば
ま
つ

り
の
初
陣
。
今
後
も
新
庄
の
味
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　地震や集中豪雨などの災害が発生すると、電気や水
道、ガスなどのライフラインの確保が急務となりますが、そ
れと同じくらいに緊急対応しなければならないのが、ごみ
処理です。ごみの収集運搬や処分が滞ると、避難所など
の衛生面が悪化するだけではなく、迅速性が求められる
人命救助や復旧作業に影響を及ぼす可能性もあります。
　そこで、最上８市町村では災害時に迅速かつ的確にご
みを収集運搬するため、平成２２年１０月２５日、新庄最上
清掃事業組合（全１４社が加盟／新庄市の一般廃棄物
収集運搬業許可業者では、（株）新庄清掃、マルミツ産業
（株）、（株）殖成興産、（有）最新清掃興業、（株）マルコ
ウ環境、（有）エコシラカワの６社が加盟）と「災害時にお
ける一般廃棄物の収集運搬等に関する協定」を締結し
ました。
　協定の内容は、市町村の要請を受けた新庄最上清掃
事業組合が、以下の業務を災害発生から一週間無償で
協力するというものです。
①浄化槽の汚泥やし尿の収集運搬
②下水道管破損による汚水処理
③浄化槽の点検管理
④生活系ごみの収集運搬

　市では、万が一災害が発生した場合は新庄最上清掃事
業組合や関係機関と連携し、市民の皆さんの不安を少しで
も取り除けるように努めたいと考えています。
◎環境課環境保全室 ☎内線432

市コ
長ラ

ム

災害時のごみ収集についての
協定を締結

山
尾
順
紀

エコトピエコトピ
いきい

き
　新庄

人

新庄そばまつり実行委員会
副実行委員長佐藤喜美雄さん（中山）

新庄のソバを 
　全国に広めたい

初陣「新庄そばまつり」
開催！
○とき 12月5日（日）
 午前10時～午後2時
○ところ 旧山屋小学校
※市内3カ所よりシャトルバス運行
○前売券 900円
 （500円券×2枚）
◎農林課農林振興室
 ☎内線261・269



WARASUKO  HIROBA  MEGO²  NEWS WARASUKO  H

め
ご
め
ご
通
信
第8号

10

●44 

行
政
区
画
と
し
て
の

 

最
上
郡
の
誕
生

 　

明
治
九
年
、
現
在
規
模
の
山
形
県

が
成
立
。
県
内
は
一
〇
の
大
区
に
分
け

ら
れ
、
最
上
地
方
が
第
四
大だ

い

区く

に
な
っ

た
こ
と
、
現
新
庄
市
域
内
に
は
二
つ
の

小
区
が
あ
り
、新
し
く
で
き
た
小
田
島

町
と
沼
田
町
の
ほ
か
、二
七
の
村
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ

の
大
区
・
小
区
制
は
、
明
治
十
一
年
ま
で

続
い
た
。

　

明
治
十
一
年
七
月
、
政
府
は
「
郡
区

町
村
編
成
法
」
を
通
達
し
た
。
大
都

市
の
一
部
を
除
き
、
従
来
の
大
区
・
小
区

制
を
廃
止
、府
県
と
町
村
の
間
に
行
政

区
画
と
し
て
の
郡
を
お
き
、町
村
の
旧

来
の
慣
行
・
自
治
的
要
素
を
再
認
識
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
、時
の
山
形
県
令
・三
島
通み

ち

庸つ

ね

は
、
県
内
の
郡
区
と
郡
長
任
命
に
つ
い

て
布ふ

達た

つ

を
出
し
た
。
行
政
区
画
と
し

て
の
最
上
郡
の
誕
生
で
あ
る
（
た
だ

し
、こ
れ
は
県
の
も
と
の
行
政
区
画
と

し
て
の
郡
で
あ
り
、議
会
を
有
す
る
自

治
体
と
し
て
の
郡
で
は
な
い
。
議
会

を
も
つ
自
治
体
と
し
て
の
最
上
郡
は
、

明
治
二
十
四
年
か
ら
で
あ
る
）。
そ
し

て
、
初
代
最
上
郡
長
に
は
、
五ご

条じ
ょ
う

為た

め

栄よ

し

（
華
族
）が
任
命
さ
れ
た
。

　

郡
役
所
は
、現
在
の
新
庄
市
民
プ
ラ

ザ
の
場
所
に
竣
工
さ
れ
（
明
治
十
二

年
）、
バ
ル
コ
ニ
ー
を
持
つ
二
階
建
て

で
、
明
治
を
象
徴
す
る
近
代
的
な
建

物
で
あ
っ
た
。
な
お
、
そ
こ
は
、
明
治

ふれあい
　　学びあい

緑輝く いきいき 新庄

パ
パ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！

　
い
つ
も
仕
事
で
忙
し
い
パ
パ
た
ち
に
、

休
日
を
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

し
て
も
ら
い
た
い
と
、
遊
学
の
森（
金
山

町
）で
子
育
て
講
座
を
初
め
て
日
曜
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、秋
晴
れ
の
中
、

森
林
に
包
ま
れ
ス
ト
レ
ス
を
発
散
。
近
く

を
散
策
し
た
り
、な
め
こ
を
採
っ
た
り
高

い
は
し
ご
が
か
か
っ
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に

登
っ
た
り
。
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
後
は
、

ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、生
地
を
小
さ
な
手
で
伸
ば
し
ベ
ー

コ
ン
や
玉
ね
ぎ
、チ
ー
ズ
な
ど
の
具
材
を

の
せ
、外
の
石
焼
き
窯
ま
で
運
び
ま
し
た
。

焼
き
あ
が
っ
た
で
き
た
て
熱
々
の
ピ
ザ
を

お
い
し
そ
う
に
頬
張
る
わ
が
子
を
見
て
、

「
玉
ね
ぎ
や
ピ
ー
マ
ン
を
家
で
は
食
べ
な

い
の
に
食
べ
て
る
」と
驚
い
た
様
子
の
パ

パ
。「
自
分
で
作
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
、

抵
抗
な
く
食
べ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
体
験
の
積
み
重
ね
は
と
て
も

大
切
。
パ
パ
自
身
も
子
ど
も
と
遊
び
を
共

有
し
共
感
し
あ
う
こ
と
で
、成
長
が
見
え
、

子
育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
パ
パ
と
一
緒
の
遊
び
を
企
画
し
ま
す
の

で
、パ
パ
同
士
の
交
流
も
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
作
り

　
毎
日
子
育
て
に
忙
し
い
マ
マ
た
ち
に
、

自
分
の
時
間
を
少
し
で
も
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
、初
の「
マ
マ
向
け
講
座
」を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、わ
ら
す
こ
広
場

に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
マ
マ
の
一
人
。
い

つ
も
素
敵
な
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
を
持
っ
て

来
て
い
る
の
を
見
て「
ど
う
や
っ
て
作
る

の
」「
わ
た
し
も
作
っ
て
み
た
い
」な
ど
の

会
話
か
ら
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
材
料
を
手
に
し
た
マ
マ
た
ち
は
ド
キ
ド

キ
、ワ
ク
ワ
ク
で
完
成
を
待
ち
き
れ
い
様

子
。
一
つ
一
つ
の
工
程
に
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
み
、で
き
上
が
っ
た
バ
ッ
ク
に
ご

満
悦
の
様
子
。
自
分
で
作
っ
た
バ
ッ
ク
に

は
愛
着
が
わ
き
、も
っ
と
作
っ
て
み
た
い

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
わ
ら
す
こ
広
場
に
来
て
く
れ
る
マ
マ
た

ち
の
趣
味
を
生
か
し
て
、交
流
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
り
、自
分
の
時
間
を
楽
し
め
る

よ
う
な
講
座
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平成22年度もがみ子育て支援 
ネットワーク連絡協議会事業

親子ふれあいコンサート
「親子でリトミック・歌遊び・手遊び

で楽しもう」
○とき  11月21日（日）午後2時～3時30分 
○ところ  市民プラザ大ホール  ○ゲスト　山岡ゆうこさ
ん（ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」歌のおねえさん）
○定員  200人（事前申し込みが必要）
◎入場無料。詳しくは新庄市地域子育て支援センター
（わらすこ広場内）☎22-５１１５

親子で一緒に
手作りを楽しみました

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ



　　

●児童図書●

●一般図書●

漫画力 大学でマンガ始めました····· 佐川　俊彦 
花あわせノート································ 井出　　綾 
自分の頭で考えるということ
　·························· 羽生　善治・茂木　健一郎
日本の森から生まれたアロマ·········· 稲本　　正 
かわいい＆すてきなルームシューズ··· 青木恵理子
ＰＡＲマンの情熱的な日々········ 藤子　不二雄Ａ
老いの才覚···································· 曽野　綾子 
どうしても嫌いな人～すーちゃんの決心～ 
　···················································益 田  ミリ
ちひろ秋の画集························· いわさき ちひろ 
すしロール······································ 文化出版局 
座布団一枚！ 桂歌丸のわが落語人生··· 桂　　歌丸
謎解きはディナーのあとで·············· 東川　篤哉 
背表紙は歌う································· 大崎　　梢 
ぬらりひょんの孫 大江戸奴良組始末··· 大崎　知仁
烈日（東京湾臨海署安積班）········· 今野　　敏 
ブルー･ゴールド····························· 真保　裕一
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人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

はらぺことのさま（絵本）············· つきおか ゆみこ
きえた権大納言（絵本）·············· ほりかわ りまこ 
ジム・ボタンのたびだち（絵本）··· ミヒャエル・エンデ
かしこいさかなはかんがえた（絵本）··· クリス・ウォーメル
ねずみのよめいり（絵本）················ いもと ようこ 
生きようよ 死んじゃいけない人だから···細谷　亮太
どんどんどんぐり! （エコ育絵本ちきゅうのなかまたち）
　··········································· 飯村 茂樹/写真

十
四
年
の
明
治
天
皇
東
北
巡
幸
の
折

の
宿
舎
と
も
な
っ
た
。

　

郡
の
も
と
に
あ
る
各
町
村
に
は
戸こ

長ち
ょ
う

が
置
か
れ
、
明
治
十
二
年
一
月
四
日

の
県
布
達
と
し
て
出
さ
れ
た「
戸
長
心こ

こ
ろ

得え

」
に
は
、
戸
長
は
政
府
の
方
針
を
執

行
す
る
行
政
官
で
あ
る
と
と
も
に
、町

村
の
代
表
者
で
も
あ
る
と
し
て
、選
挙

で
選
ば
れ
た
半
官
半
民
の
職
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
七

年
、公
選
か
ら
官
選
と
な
っ
た
。

　

戸
長
役
場
は
、
多
く
の
場
合
、
旧
庄

屋
な
ど
の
個
人
の
家
が
充
て
ら
れ
た

が
、行
政
事
務
が
増
大
す
る
に
つ
れ
独

立
の
庁
舎
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、一
町
村
だ
け
で
の
役
場
維
持
が
財

政
的
に
困
難
だ
っ
た
り
、
政
府
の
指
導

な
ど
に
よ
り
隣
接
す
る
数
カ
町
村
が

連
合
し
て
一つ
の
役
場
を
設
け
る
よ
う

に
な
る（
連
合
戸
長
役
場
）。
こ
れ
が
、

明
治
二
十
二
年
の
町
村
合
併
に
つ
な

が
る
要
素
と
も
な
る
の
で
あ
る
。■開館時間:午前10時～午後6時

■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

　北は北海道から南は九州まで、厳正された紅
葉の名所100カ所をピックアップ。日本全国の
美しい紅葉の写真を堪能できます。真っ赤に色
づくモミジやカエデ、黄色いイチョウやポプラなど
の紅葉を目にして味わい、
日本の秋の魅力を再発見
できる一冊です。

今月の本

今月のテーマ展示
『作家の素顔』

　さまざまな作家の素顔に迫る本を展示し
ています。読書の秋、たくさんの本を手に
取る機会も多いはずです。作者の略歴を
知っていれば、作品がよりぐっと身近に感じ
られることでしょう。じっくりと作品を味わう
読書、始めてみませんか？

蔵書検索

新
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、
市
内
全
世
帯
と
活
動
に
賛

同
し
た
団
体
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
青
少

年
を
健
や
か
に
育
く
も
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
活
動
に
対
す
る
助
成
や
、
家

庭
の
き
ず
な
を
と
ら
え
た
写
真
展
、
体

験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
夜
の
街

頭
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
関
係
団
体
で
あ
る
新
庄
市
青

少
年
育
成
推
進
員
会
の
皆
さ
ん
が
指

導
者
と
な
り
、
友
好
都
市
・
茨
城
県

高
萩
市
と
の
児
童
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
七
月
に
は
市
内
の
小
学
五
・
六
年
生

四
十
三
人
が
高
萩
市
を
訪
問
。
施
設

見
学
や
高
萩
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
高
萩
に
つ
い
て
勉
強
で
き
て
よ
か

っ
た
。
高
萩
の
子
や
市
内
の
他
校
の

子
、
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
て
楽
し
か

っ
た
」
と
い
う
声
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。
八
月
に
は
高
萩
の
小
学
六
年
生

六
十
七
名
が
新
庄
を
訪
れ
、
市
内
の

児
童
六
十
名
と
野
外
炊
飯
や
川
遊
び

な
ど
の
活
動
を
通
し
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
十
四
日
㈰
に
市
民
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
る
「
新
庄
市
教
育
の
日

記
念
行
事
」
で
は
、
今
年
も
だ
が
し
や

楽
校
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
健

全
な
育
成
の
た
め
、
関
係
機
関
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
活
動
と
連
携
し
、
事
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『日本紅葉の名所100選』
主婦の友社/編

11月の
おすすめ

▲協力して野外炊飯の薪わり作業（8月21日
／神室少年自然の家）

▲茨城大学宇宙科学教育研究センターのパラ
ボラアンテナを見学（7月24日／高萩市）

市青少年育成市民会議の活動
～子どもや若者の健全な育成を行うために～

高萩市・新庄市児童交流事業



しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS
12

■おらだの んめもの語り・秋の陣「新庄味覚まつり」、
市民健康福祉まつり開催！（10月16日/中心商店街）
新庄のおいしい秋の味覚を楽しんでもらいたいと「第3回
新庄味覚まつり」を開催しました。会場は芋煮や新そば、と
りもつラーメン、新米おにぎりなどを味わう多くの市民で
にぎわいました。また、市民健康福祉まつりも同時に開か
れ、健康測定やパネル展示、各種体験コーナーなどで市
民に健康と福祉の推進を呼びかけました。

語る喜びと聞く楽しみを分か
ち合おうと全日本語りの祭りin
新庄が開催され、全国の民話
愛好家が新庄を訪れました。い
ろり端での昔語りのほか交流
会やシンポジウムなどが開か
れ、語りを通した交流が広がり
ました。

■全日本語りの祭りin新庄開催（10月9日～11日／市内各所）

住宅などの補修や改修を行う場
合に、市内の登録業者で使用で
きる「新庄市リフォーム商品券」
の発売を開始しました。商品券
は１世帯あたり100万円を限
度に商品券額の10％引で購入
できます。商工会議所または、
登録加盟店にご相談ください。

■プレミアム付新庄市リフォーム商品券発売（10月18日／新庄商工会議所）

新庄・最上地域の特産物を一堂
に集め、「もがみ大産業まつり」
が開催されました。農産物や加
工品販売のほか、沖縄物産展
や、県産食材を使った「おやつ
バトル」なども開かれ、会場は
多くの市民でにぎわいました。

■もがみ大産業まつり開催（10月9日～10日／ゆめりあほか）　
■若者園芸実践塾「勇気塾」スタート！

（10月1日／エコロジーガーデン）
園芸作物栽培の担い手を育成し農業所得の向上を目指
す若者園芸実践塾「勇気塾」を開講しました。実践塾は、
平成７年から平成１６年まで開設し約４０人の農業者を
育成してきました。市では、市勢発展の重要な柱のひと
つである農業振興の一環として５年ぶりに塾を開講。開
塾式では、指導員の大泉泰さん（中央）と塾生の大沼真
也さん(写真左／鳥越)、伊藤貴広さん(写真右／金沢)が
看板を設置して今後の活動に決意を新たにしました。
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■市民プラザ主催の「キッズ・フェスタ」で「こどもフリーマーケット」を開催
　（10月3日／市民プラザ）

13 広報 11.9  2010

■やまがたフラワーフェスティバル
（10月9日～10日／すぽーてぃあ）

県産の花きを広く紹介し、消費者理解と生産
技術の向上を図りたいと「やまがたフラワーフ
ェスティバル２０１０」が開かれました。開会に
先立ち、仁田山鹿子踊や、向陽幼稚園の子ど
もたちによる太鼓や鼓笛隊演奏が披露され、
種苗の展示や販売に華を添えました。

1日中友好協会設立30周年
記念「周恩来と日本」展
（10月18日～22日／ゆめりあ）
2最上伝承野菜フォーラムを
開催（10月11日／ニューグラン
ドホテル新庄）
3「おくのほそ道」シンポジウ
ム開催（10月30日／市民プラザ）

■3 ■2 ■1

■観光栗園で収穫祭（10月2日／西山地区）
この秋、新たに開園した西山観光栗園で「栗園散策と
泉田里芋の収穫祭」が開催されました。この催しは、
新庄の新たな名物として栗園散策と鶏肉入りで塩味
の新庄風芋煮を楽しんでもらいたいと新庄観光協会
が実施。割烹つたや・高橋秀幸さんが栗ごはんの作り
方や、山形風と新庄風の芋煮の違いなどを説明。参加
者は、味くらべをしながら秋の味覚を満喫しました。

■２０１０新庄いものこマラソン＆
健康ウオーキング
（10月11日／陸上競技場周辺）

市体育指導委員協議会が、楽しみな
がら健康の増進を図ってもらいたいと
「2010新庄いものこマラソン＆健
康ウオーキング」を開催しました。この
催しには、140人が参加。マラソンや
ウオーキングで爽やかな汗を流したあ
とに、おいしい芋煮を味わいました。

■第48回新庄ロードレース大会
（10月3日／陸上競技場周辺）

新庄・最上地域の小学生から社会人ま
で493人が参加した第48回新庄ロー
ドレース大会。秋晴れの青空のもと、
熱いレースが繰り広げられました。大
会結果は以下の通り。
【小学３年】男子①齋藤滉仁(萩野)／女子②伊藤未結
(萩野) 【小学４年】女子②斎藤里帆(本合海)③大山喜
久(萩野) 【小学５年】女子①松田紗姫(新庄) 【小学６年】
男子①佐久間建介(新庄)②川上守(沼田)／女子②青木
桃香(昭和) 【中学生】男子③加藤廉(日新)／女子③石川
涼音(日新) 【高校】男子①三上太貴(新庄北)②井上将哉
(新庄北)③今田哲博(新庄神室産業)／女子①梅本優紀
菜（山辺） 【一般】男子10キロ①木水良(新庄・最上)②山
口太陽(舟形陸協)③井上徹(新庄・最上)／男子5キロ②
伊藤清和／女子3キロ①外﨑理沙②外﨑留美子



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです11月の
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表 紙 の 写 真

お芋、掘ったぞ〜！  ―新庄保育園・芋掘り―

１０月２２日、新庄保育園の園児たちが芋
掘りを行いました。保育園の裏の畑で収
穫した芋は、春に園児たちが植えたサツマ
イモ「紅東」。園児たちは自分たちの顔よ
りも大きく育った芋に大喜び。今年は、
夏の好天で大豊作となりました。園児
たちは、収穫を喜び自然の恵みに感謝し
て、後日、焼き芋にしておいしくいただきま
した。

平
成

22年
11月

9日
号（

N
o.635）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000部
発

行
広

報
11

環境にやさしい大豆油インキを
使用しています

9月末現在の新庄人

39,104人（39,415人）

女 20,412人（20,579人）

男 18,692人（18,836人）

世帯数 13,489世帯（13,480世帯）

9月の異動
出生 	 27人（023人）

死亡 	 46人（025人）

転入 	 54人（070人）

転出 	 86人（084人）
※（　）は1年前の住民基本台帳

足ふみ脱穀機

ツマゴ

草　履

　

十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
。
昔
は
、
明

治
節
と
い
わ
れ
、
明
治
天
皇
の
誕
生
日
、

祝
日
で
し
た
。
全
校
生
徒
が
学
校
に
集
ま

り
校
長
先
生
が
教
育
勅ち

ょ
く

語ご

を
朗
読
し
、
明

治
節
を
歌
い
ま
し
た
。

〜
秋
の
空
す
み
　
菊
の
香
高
き
〜

　

暦
の
う
え
で
は
霜
月
。
朝
、
霜
が
降
り
、

寒
さ
も
感
じ
る
季
節
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
、
昔
か
ら
風
の
子
。
学
校
に
行
く
と

き
も
ワ
ラ
で
作
っ
た
足あ

し

半な
か

を
履
い
て
元
気
に

通
学
し
ま
し
た
。
道
路
は
砂
利
道
で
霜
柱

が
立
ち
、
水
た
ま
り
に
氷
が
張
っ
た
の
を
見

な
が
ら
の
通
学
で
し
た
。

　

学
校
で
は
毎
年
、
イ
ナ
ゴ
取
り
の
次
の

行
事
と
し
て
農
家
の
取
り
入
れ
の
終
わ
っ
た

田
ん
ぼ
で
全
校
生
徒
が
落
穂
拾
い
を
し
ま

し
た
。
落
穂
を
拾
う
ほ
ど
当
時
の
米
は
貴

重
で
し
た
。
ま
だ
寒
い
朝
か
ら
の
作
業
で

し
た
が
、
足
半
を
履
い
て
元
気
に
田
ん
ぼ

を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
川
原
で
赤
く
色
づい
た
グ
ミ
を

取
っ
た
り
、
ク
リ
を
拾
っ
た
り
し
て
そ
れ
が

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
な
る
と
、
秋
雨
が
近
く
な
り
、

鳥
海
山
に
は
初
雪
が
見
え
、
東
の
山
も
紅

葉
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
夕
陽
は
つ
る
べ
落
と

し
と
い
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
暗
く
な
り
ま

す
。
農
家
は
猫
の
手
を
借
り
た
く
な
る
ほ

ど
の
忙
し
さ
で
稲
の
取
り
入
れ
も
時
間
を

見
て
、
家
族
総
出
で
の
仕
事
で
し
た
。

　

稲
の
取
り
入
れ
は
、
背
負
っ
た
り
、
牛

馬
の
背
中
に
荷
く
ら
を
の
せ
た
り
し
て
運

び
、
庭
いっ
ぱ
い
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
脱
穀

機
で
の
稲
こ
き
作
業
は
夜
遅
く
ま
で
か
か

り
ま
し
た
。
稲
を
束
ね
る
と
き
に
使
う
ワ

ラ
で
で
き
た
「
ツ
ナ
ギ
」
は
、
先
人
の
知

恵
が
凝
縮
さ
れ
た
民
具
。
何
百
本
も
作
り

ま
し
た
。
今
で
は
、
農
業
の
機
械
化
が
進

み
、
ワ
ラ
は
田
ん
ぼ
に
ま
か
れ
て
堆
肥
と
な

り
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
三
日
は
、
小
雪
。
そ
ろ
そ

ろ
里
も
雪
と
な
り
ま
す
。
村
中
総
出
で
カ

ヤ
刈
り
で
す
。
カ
ヤ
の
刈
り
株
か
ら
足
を

守
る
た
め
、
「
ツ
マ
ゴ
」
を
履
い
て
の
刈
り

取
り
で
す
。
カ
ヤ
は
、
家
の
雪
囲
い
や
屋

根
の
修
理
な
ど
何
か
と
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、カ
ヤ
刈
り
に
履
い
た
「
ツ
マ
ゴ
」

と
「
草
履
」、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
「
足
ふ

み
脱
穀
機
」
で
す
。

〽
し
と
し
と
と 
秋
雨
が
ふ
る
冷
た
い
夜

　
朝
晴
れ
見
ゆ
る 
遠
山
の
雪

佐吉爺の民
あれこれ
具

さ きち じい

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して 
機能的で美しい民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。 
民具の使い方や機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん(仁田山)

▲ふるさと歴史センター雪国
民俗館に展示しています。
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